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【第三者保証報告（WEB版）】

　2001年度から社会環境報告書の中で環境的側面の情報のみならず、安全
や社会的側面の情報を継続的に開示されています。
　社会環境報告書で開示される環境パフォーマンスデータは、各所から年1回
定型のフォームで報告されるデータをもとに本社で集計されています。一部の環
境指標については、本社から出された指標の定義が各所の担当者に十分に伝
わっておらず、再集計が必要なケースもありました。省エネ法をはじめとする法制
度の改正や東京都による排出量取引制度の開始など、企業には環境パフォーマ
ンスデータをより高い精度で、かつ適時に管理することが一層求められるように
なってきていますので、そのような仕組みづくりについて検討が望まれます。
　また、開示情報については、JR東日本グループならびに社会にとって重要な
情報は何か、という観点から記載内容を再整理されるとともに、それぞれの開
示指標の定義を明確化し、適時に適切な情報を収集し、開示することが必要と
考えます。
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